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岡崎城 は松平家の居城 、
春 は桜 も見 どころ

徳川将軍家の苦提寺、大
樹寺 上と、伊 r,八幡宮

伊
賀
八
幡
宮
は
１
４
７
０

年

（文
明
２
年
）
に
松
一
四

人
■
忠
か
松
ヤ
”
の
工
神
と

し
て
家
逮
長
ム
、
子
孫
繁
栄

を
行
願
す
る
た
ヽ
　
一二
重
県

の
伊
賀
国
か
ら

，
し
た
こ
と

が
始
ま
り
し
〓
れ
る
　
現
在

の
石
橋
ｔ
Ｌ
の
伊
賀
八
帳
宮

の
社
■
■
〓
代
将
軍
蒙
光
か

１
６

つ６
年

（■
■
１３
年
一

１１
■
Ｌ
し
た
も
の

六
所
神
社
は
家

，
ι
産
＋

ｒ
と
し
て
代
々
に
――
家
の
Ｌ

敬
が
篤
く
、
■
在
の
社
殴
＝

伊
賀
八
情
宮
の
社
段
と
『
し

仁
に
家
光
が
再
建
　
本
Ｌ
、

幣
咬
、
丼
般
、
キ
世
所
、
桜

円
か
重
要
文
化
―――
に
指
定
、

れ
て
い
る
．

こ
の
ほ
か
に
も
¨
■
に
は

随
ｔ

，
や
大
泉
十
　
八
＝
神

社
　
計
”
寺
、
計
訪
神
社
、

口
山
「
■
、
妙
源
寺
、
滝
山

午
　
”
「
性
照
”
、
信
光
明
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生
誕
地
・岡
崎
城
は
三
河
武
士
発
祥
の
地

愛
知
県
に
は
樹

円
信
長
、

半
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
を
は

じ
め

と
す
る
性
国
人
将
が
活

躍
し
た
地
が
数
多
く
点
在
す

る
．
２
０
１
７
年
ヽ
Ｈ
Ｋ
大

河
ト
ラ

マ

「お
ん
な
以
上
直

虎
」
に
円
迪
す
る
舞
台
も
少

な
く
な
い

な
か
で
も
直
虎
が
育
て
た

”
伊
直
政
は
“
川
家
床
に
仕

え
、
徳
川

四
人
Ｌ
の
１
人
と

称
さ
れ
た
ほ
と
、

家
“
と
の

関
係
は
探
い

そ
の
家
虫
と
つ
か
り
か
＝

い
の
が
岡
崎
市
た
　
家
康
が

生
ま
れ
、
家
康
を
支

，
た
一

河
武
Ｌ
た
肝
の
地
で
、
嗅
跡

ち
多

―、
　

同
崎
城
は
出

ヶ
ユ

と
も
呼
ば
れ
、
１
４
５
５
年

（
康
Ｉ

一
年

）
に

．
●
の
■

工
代
だ

っ
た
西
郷
州
■
プ～ｉ
御

円
綱
頼
が
築
城
．
１
５
２
１

年
に
家
康

の
祖
父

〓
仏
平
■

■
か
攻
め
、
松
ヤ
家

り
，

■

と
な

っ
た

．
家
康
●

■
”
同

■
■
で
１
５
４
２
年

（大
文

Ｈ
年
）
に
■
■
力
た
。

＝
は
同
崎
公
口
に
な
っ

て
お
り
、
国
内
に
は
家
鷹
の

え
な

（胞
衣
）
を
理
め
な
え

な
塚

，
あ
る
。
三
河
武
Ｌ
の

マ
，

た
家
凛
館
は
、
　
河
武

一
つ
人
間
像
を
「
心
に
彼
ら

ｔ
取
り
巻
く
¨
代
の
移
り
変

■
り
″
千

い
つ
　
井
兜
や
彙

ｒ
、
日
本
刀
の
レ
フ
リ
カ
を

ｍ
る
）
し

，
も
不
・き
る
。

ユ
ニ
ー
ク

な
の
は
甲
冑
訳

汁
体
験
″
薫
特
科
て
行
●４
●

）

と
て
、
写
真
掠
彰
も
可
能
．

試
青
で
き
る
０

●
大
人
用
の

赤
備
え
１
領

．　
訳
替
時
間
は

９
１
‐６
時

，
体

状
科
は
施
設

入
館
＝
だ
け
て
無
「

・へ
館
料
は
同
時
ホ
が

一
般

２
０
０
日
、
団
―′
、

＾
加
入
以

ト
ー
０
０
人
未
満

）
１
６
０

円
、
一
河
武
上
の
や
か
た
家

康
館
が
一
般
３
６
０
円
、
団

体

（同
）
２
８
０
円
、
岡
崎

城
・
家
凛
館
共
通
が
　
般
５

１
０
円
、
団
体

（同
）
４
１

０
■人

樹
寺
は
松
平
家
（徳
川

将
軍
家
の
社
）
、
徳
「
将
軍

家
の
書
提
■
．
籠
共
間
の
戦

い
で
＾
′川
義
几
が
織
Ш
信
長

ｒ
欺
れ
た
際
、
＾
′川
■
に
つ

い
て
い
た
家
康
が
逃
け
帰
っ

た
寺
で
も
あ
る
。
先
祖
の
棠

前
で
自
吉
し
よ
う
と
し
た
イ

哄
を
り
の
＝
れ
　
‘
誉
Ｌ
人

が
思
い
留
ま
ら
一̈た
と
い
う

歴
史
的
に
も
大
き
ま
役
割
を

哄
た
し
た
こ
と
で
■
ら
れ

一つ

寺
に
は
松
平
八
代
の
水
、

歴
代
将
市
の
位
牌
、
家
康
７３

歳
の
と
き
の
水
像
が
祀
ら
れ

て
い
る
。
家
康
は
迪
●
で

一余
の
連
体
は
久
能
山
へ
埋

蔵
せ
よ
」

「位
岬
は
三
河
の

人
樹
■
へ
々
敲
せ
よ
」
と
残

し
て
い
る
．

戦
国
の
覇
者
の
足
跡

そ
こ
か
し
こ
に


